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Saiva Siddhanta派 の シ ャ ク テ ィ思 想1)

徳 永 宗 雄

Saiva Siddhanta 派 (以下SSと 略) は南イソドを代表する哲学派の一つであ

るが, この派の思想の成立事情については, まだ未解明の問題が多く残されてい

る。これらの問題は, 今後ナーヤナールの宗教詩 と中世アーガマ文献 の研究が

進展する中で次第に解 明され てい くもの と思われる。本稿ではそこで, SSの

Vedanta 的思想の基本的特徴に注目し, それを, 同じく南イソド・タ ミル文化圏

で成立したヴィシュヌ派のVisistadvaita学 派(以 下VAと 略)の 特徴 と比較検

討してみたい。

VAと, それ よりおよそ一世紀遅れて成立したSSは, 3種 のpadrrtha(bra-

hman, 個我, 物質存在)に 関して類似した思想を持 っている。即ち, 両派 とも一方

で一元論を肯定しながら, 他方で南イソド特有の現実主義的精神風土に立脚して

幻影説を批判し, 個我とマーヤーの産物 より成る多元世界の実在性を主張してい

る2)。また, 最高存在 と個我 ・物質存在は不離の関係にあると述べ3), それを精

神 と身体の関係に例える点でも共通している4)。加えて, SSに はRamanujaの

学説に対する名指 しの批判が見られない。それ故, 両派の見解を明確に区別する

ことは難しく, 一見 した ところSSはVAの エピゴーネソであるかのような印

象さえ受ける。 両派のこのような類似性については別のところで論 じたので5), 

今回は, 比較的分 りにくい両派の思想の相違点について考えてみたい。

VAとSSは, 最高存在(Brahman/Para-siva)と 個我(cit/jiva)・ 物質存在

(acit/maya)6)が別異であると同時に一体であると考える点で共通一している7)。また, 

前述の通 り, 両者の関係を精神と身体を例えに不離の関係 として説明する点でも

一致している。 しかしながら, その関係をどのような用語で表現するかとい う点

になると, 双方の態度にはかな りの相違が見 られる。VAがadvaitaやbheda-

bhedaの ような曖昧な表現を極力退け, 同派独 自の存在論に基いて厳密に定i義さ

れたprakaraprakaribhava等 の用語を用いるのに対 して,  SSは 意味の明析さに

欠けるadvaitaと い う語を用いるだけでなく(B. hetu ad sutra 2.1; uudharapa

1 ad sotra 12.4), その関係をabhedaで もあれぽbhedabhedaで もあると述

べ(S1.27), 存在論的観点か ら見て曖昧な態度に終始している。この よ うな訳
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で, SSが 三 者 の 関 係 を一 体 な い し は不 離 の関 係 と述 べ る時, それ が 何 を 意 味 し

て い るの か も う一 つ は っ き りと しな い。 この派 のVedanta的 立 場 を 明確 に す る

に は, この 点 を先 ず 明 らか にす る必 要 が あ ろ う。SSとVAの 思 想 の基 本 的 立 場

の違 い も, そ の 上 で 明 らか に な って くる もの と思 わ れ る。

SSに よれ ば最 高 存 在 で あ るPara-sivaは 存 在 論 的 に個 我 と異 な っ てお り, そ

れ 故, 解 脱 に 達 して も個 我 が シ ヴ ァに帰 入 して消 滅 す る こ とは ない。 解 脱 は個 我

が 「主 の 御 足 に達 して 〔彼 の 〕 召使 い に な る」(B.udaharana 3 ad sutra 11.2)こ

とを 意 味 す る(also S8.12. cf.11.9)。 また, sSは ア ー ガマ 神 学 に な ら って シ ヴ ァ

を 世 界 生 成 の 動 力 因(nimittakarana), マ ー ヤ ーを 世 界 の 質 料 因(upadanakarana)

と見 な し, 両 者 を 明確 に 区別 す る(S1.18)。 加 え て, シ ヴ ァは マ ー ヤ ー に直 接 干

渉 す る こ とは な い(S5.6)。 そ の た め, シ ヴ ァが マ ーヤ ーに働 きか け る た め に は

両 者 の接 触 を可 能 にす る仲 介 者 が 必 要 とな って くる。 ア ー ガマ神 学 とそれ に な ら

うSSに お い て, そ の よ うな仲 介 者 の機 能 が シ ャ クテ ィに は課 せ られ て い る。

以下, 仲 介 者 と して の シ ャ クテ ィ の性 格 をSSの 資 料 に 基 い て, シ ヴ ァ, マ ー

ヤ ー, 個 我 の それ ぞれ に 関 して個 別 に検 討 し てみ る。 先 ず シ ヴ ァ と シ ャ クテ ィ と

の 関 係 で あ る が, シ ャ クテ ィは 「樹 とそ の髄 が 二 者 一 体 で あ るの と同 じ よ うに, 

シ ヴ ァ と一 体 」(S1.67)と 考 え られ て お り, 「〔シ ャ クテ ィを伴 う〕 シ ヴ ァ 〔の様

態 〕 は一 と多 の い ずれ で もな い」(B.sutra 2.4)。 ま た, 「シ ヴ ァは シ ャ クテ ィを

生 み 出 し, シ ャ クテ ィは シ ヴ ァを 生 み 出す 」(S2.77)。 か く して, 「生 じる一 切 の

形 態 は シ ヴ ァ と シ ャ クテ ィ」(S2.76. Cf. also S 2.75)の 姿 に他 な ら ない。 これ ら

の表 現 は シ ヴ ァ と シ ャ クテ ィの不 分 離 を強 調 し て い るが, 両 者 に性 格 の違 い が あ

る こ とを否 定す る もの で は な い。 シ ャ クテ ィの特 質 は何 よ りも, 本 来形 態 を持 た

な い シ ヴ ァの形 態 とな っ て シ ヴ ァを現 出 させ, 個 我 に と って 近 付 き得 る もの と為

す と ころ に あ る(S1.41. Cf. S 1.46, 54)。

一 方, シ ャ クテ ィ とマ ー ヤ ー の 間 に も密 接 な 関係 が 認 め られ る。 人 間 が 救 済 に

あず か る に は, 予 め マ ー ヤ ーか ら世 界 が 創 出 され, 世 界 の 中に お い て 人 間 が一 定

の宗 教 的 努 力 を 行 うこ とが 必 要 で あ る。 そ の た め, シ ャ クテ ィ(共 働因sahakari-

karana)が シ ヴ ァ(動 力 因)の 意 を体 して マ ー ヤ ー(質 料因)に 働 きか け, マ ー ヤ ー

か ら36の tattva と5っ の kala を 展 開 させ 多 元世 界 を 実現 す る。 シ ャ クテ ィ とマ

ー ヤ ーは そ れ ぞ れ 精 神 存 在, 物 質 存 在 と して 対 立す る 関 係 にこあ る に も係 らず, 実

際 に は世 界 展 開 の過 程 全 体 を 通 じて 両 者 に は あ る 種 の 同等 性 が認 め られ る。 この

こ とは 最 初 のStattvaが 創 出 され る く 浄 の創 造>の 段落 に お い て取 り分 け 顕 著
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で あ る。 この 段 落 で は 「不可 思 議 の シ ヴ ァの シ ャ クテ ィ は[こ れ ら のtattvaの

質 料 因 で あ るbinduと ］ 密 接 に つ な が って い る 」(S 1.57)8)。 そ の結 果, 「慈 悲 心

(kata1)か らーマー ヤ ー(=bindu)は[人 間 のコ 無 知 を 取 り除 くた め にkala等 を与

え る。」(S2.84)と 云 わ れ る よ うに, jadaで あ るべ きマ ーヤ ーが あ た か も能 作者 シ

ャ クテ ィで あ るか の よ うな表 現 も見 受 け られ る9)。

第三 に, シ ャ クテ ィは個 我 と も密 接 な 関係 を持 っ てい る。 世 界 の展 開 のた め に

シ ャ クテ ィが マ ーヤ ー に働 きか け る こ とを上 に述 べ た が, この段 階 で す で に シ ャ

クテ ィは個 我 へ の働 きか け を 開始 してい る。 とい うの も, 世 界 の 展 開 は 個 我 が こ

の世 で身 体 を用 い グル と聖 典 の教 示 に従 って 善 行 を 積 み, 過 去 の 悪 業 を 相 殺す る

(iru-vinai-oppu)こ とを 可 能 と し, 個 我 の救 済 を 主 た る 目的 と して い るか ら で あ

る。 そ し て, そ の上 で今 度 は シ ャ クテ ィがSakti-nipataに よ って シ ヴ ァ か ら直

接 個 我 にお よび, 個 我 の本 有 的 な汚 れ で あ るapava-malaを 取 り除 き, 彼 を シ ヴ

ァの足 下 に導 い て救 済 を 成 就 させ る。

以上 述 べ た と ころを 念 頭 に 置 い て, シ ヴ ァ, マ ーヤ ー, 個 我 の 関 係 を見 る と, 

三 者 は次 の よ うな仕 方 で一 体 の関 係 に あ る こ とが 分 る。 即 ち, シ ヴ ァは シ ャ クテ

ィの行 使 者, マ ー ヤ ー は シ ャ クテ ィの道 具, 個 我 は シ ャ クテ ィの 対 象 と して, シ

ャ クテ ィを 通 じてそ れ ぞ れ が 相 補 的 な 関 係 を保 って い る。SSが 強 調す る最 高存

在 とマ ー ヤ ー と個 我 の不 離 の関 係 は, 恐 ら くこの よ うな シ ャ クテ ィを 通 じて の三

者 の密 接 な 関 係 を 意味 して い る もの と思 わ れ る。

 さて, この よ うな シ ャ クテ ィを通 じて の一 体 性 は, ア ー ガ マ神 学 とそ れ に 基礎

を置 く哲 学 諸 派 に多 か れ 少 か れ 共 通 して 認 め られ る もの で あ り, これ を も ってSS

の 思 想 的特 徴 と見 なす こ とは 出来 ない。SSの 特 徴 は む しろ, シ ヴ ァの 本 質 的特

徴 と して ア ル ル(arul「 恩寵1」ない しは 「恵み」を意味す る)を 強 調 し(cf. S 1.37, 47, 

51;S2.15, 51 et passim), この ア ル ルが シ ヴ ァ とマ ー ヤ ー と個 我 を ひ とつ に 結 び つ

け る シ ャ クテ ィに 他 な らな い と考 え る点 に あ る。 「バ ラは ア ル ルを シ ャ クテ ィ と

して 有す る。 ア ル ル な しに は知 識 〔であ る とこ ろ の〕 シ ヴ ァ も存 在 しな い」(S5.

9.Cf. ud.384 B 5.2)。 「〔バ ラは 〕ア ル ル な る シ ャ クテ ィにお い て姿 を現 わ す。 彼

自身 が 現 わ れ る こ とは な い」(S1.68)。 シ ヴ ァの一 切 の 行為 を 実現 す る シ ャ クテ ィ

が ア ル ルに 他 な らな い こ とか ら, シ ャ クテ ィは この派 に お い て 「ア ル ル ・シ ャ ク

テ ィ」(arul-catti)と 呼 ば れ て い る。

 シ ャ クテ ィが ア ル ル であ る とい うこ とを 踏 まえ て, 先 に 見 た シ ャ クテ ィを通 じ

て の最 高 存 在 とマ ー ヤ ー と個 我 の一 体 性 を再 び 検 討す る と, シ ヴ ァは ア ル ル(「恩
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寵」)の行 使 者 ・ マ ー ヤ ーは アル ル 実 現 の た め の道 具, 個 我 は アル ル の 対 象 と して, 

三 者 は ア ル ル を通 じて一 体 の 関 係 に あ る と言 え る。SSは この よ うに して, VAの

よ うに3つ のpadarthaの 別 異 性 と一 体 性 を存 在 論 的観 点 か ら説 明す る の で は な

く, そ の よ うな 段 階 を超 え て, 恩 寵 に よる一 元 論 に よ って三 老 の 間 に一 体 の 関係

を 見 る。VAとSSに 見 られ る この よ うな基 本 的 立 場 の 相 違 は, Ramanujaが パ

ー ソチ ャ ラ ー トラ本 集 の 神 学 を 離 れ て ヴ ェ ー ダー ソタ学 派 の伝 統 の 中 で思 索 し よ

うと した の に対 して, SSが ア ー ガマ 神 学 を 比 較 的忠 実 に 継承 した こ と に 拠 る も

の と考 え られ る が, それ は ま た, bhakti-yogaを 重 視 す る 中世 の ヒ ソ ドウー教 か

ら神 の恩 寵 と官 能 的 なbhaktiを 強 調 す る近 世 の ヒ ン ドウー教 思 想 へ の時 代 状 況

の変 化 を も反 映 して い る と見 る こ とが 出来 よ う10)。

1)紙 幅 の関係上, 引用 と典拠 はVAに つい ては 省 略 し, 比較的未 開拓 の分野 であ

るSSに ついてのみ行 う。 本稿 に述べ るSSの 思想は, SSの 根本論書 と され る

 MeykantatevaのCivanapotam(以 下Bと 略)と, それに対す る注釈のかた ちで

編 纂 され てい るSSの 代表 的 論 書ArunantiのCivanapacittiyar, supakkam(以 下

Sと 略)に 基 い て い る。

2)sutra 2.4に 対す るudaharanaの 中で, Meykantatevaは 物質 存 在 を シ ヴ ァの 所

有 物, 個 我 を 彼 の 召使 い と述 べ て い る。

3) B. udaharana 4 ad sutra 2.1 pirippu inri; hetu ad sutra 11.2 ann.iyam inri.
Cf. also B. sutra 2. 4;S 6.9, 8.22, 11. 11. 

4) B. udaharana 1 ad sutra 2. 1;S 2.3, 5.7. Cf. also S 1.48.

5) "Civaiianacittiyar, parapakkam sts. 264-301", Indological Review r F*

報 』3, pp.1-18. 京 都 ・イ ソ ド学 報 社。 昭 和56年。

6) SSは 物 質 存 在 と してmala, maya, karma, mayeyamala, tirodhana-saktiの 五 種

を 算 え るが(S2.86-97), 本 稿 で は そ の 中か ら持 にmayaを 取 り上 げ て 検 討す る。

7) B. stutra 2. Also B. udaharana 1 ad satra 2.1. Cf.also S 1.27, 70;2.1, 3;8.30.

8)ま た, シ ャ クテ ィは こ の段 階 で 創 出 され る マ ン トラ と もほ 父同一 視 され て い る。

Cf. S 1. 58-59.

9)更 に, S1.14, 17;2.81のmayaに 関 す る表 現 に も注 意。

10)恩 寵 の 思 想 の強 調 は南 イ ソ ドの宗 教 思 潮 と切 り離 して は考 え られ な い が, 同 時 に

 カ シ ュ ミー ル ・シ ヴ ァ 派 の再 認識 派 に見 られ る思 想 な ど との 関 連 も今 後 研 究 さ れ る

 べ き課 題 と見 られ る。 再 認 識 派 のbhakti思 想 につ い てはL. Silburn, La Bhkaik

 le Stmmimtamni de Bhattanraa. Paris 1964参 照。
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